
一橘論叢 第98巻 第3号（46）

明
治
期
地
方
知
識
人
の
経
済
思
想

　
　
－
加
工
統
計
「
越
中
生
産
」
の
推
計
方
法
と
精
度
の
検
討
1

は
じ
め
に

　
明
治
期
の
経
済
発
展
お
よ
ぴ
経
済
構
造
の
変
化
を
捉
え
る
た
め

に
、
わ
れ
わ
れ
は
当
時
作
成
さ
れ
た
官
庁
統
計
を
資
料
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
が
、
そ
う
し
た
統
計
自
体
が
ど
の
程
度
の
精
度
で
調
査

対
象
を
捕
捉
し
て
い
る
か
は
、
通
常
検
証
が
難
し
い
。
し
か
し
、

明
治
初
期
に
お
い
て
は
地
域
経
済
の
自
己
完
結
性
が
高
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
う
え
、
統
計
調
査
の
主
体
に
な
っ
た
各
府
県
は
域
内
自

給
的
な
都
分
よ
り
も
移
出
入
に
関
わ
る
部
分
に
よ
り
強
い
関
心
を

も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
は
必
要
で

あ
る
。
筆
者
は
さ
き
に
、
そ
う
し
た
検
討
を
行
う
た
め
、
資
料
と

し
て
明
治
二
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
加
ユ
統
計
集
「
越
中
生
産
」

佐
　
　
藤

正
　
　
広

（
竹
内
隆
熈
編
）
を
用
い
、
自
給
的
部
分
ま
で
含
む
形
で
の
簡
単

な
地
域
投
入
産
出
表
（
対
象
年
次
は
明
治
二
三
年
）
の
推
計
を
試

み
た
（
佐
藤
〔
ご
〕
）
。
し
か
し
「
越
中
生
産
」
自
体
に
関
す
る
検

討
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
同
書
に
記
載
さ
れ

た
明
治
二
三
年
に
い
た
る
五
箇
年
分
の
デ
ー
タ
の
う
ち
一
箇
年
分

に
つ
い
て
解
析
し
た
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
五
箇
年
分
の
デ
ー
タ
が

ど
の
よ
う
に
し
て
導
き
出
さ
れ
た
か
に
関
す
る
分
析
は
な
か
っ
た

し
、
ま
た
竹
内
が
ど
の
よ
う
な
経
済
思
想
の
も
と
に
こ
の
よ
う
な

分
析
を
行
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
は
、
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
①
そ
の
後
の
作
業
結
果
に
基
づ
い
て
こ
の
加

工
統
計
の
推
計
方
法
を
推
定
し
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
「
越
中
生
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（47）　明治期地方知識人の経済恩想

産
」
に
記
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
精
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

②
同
書
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
経
済
理
論
上
の
概
念
と
復
元
さ

れ
た
推
計
方
法
と
か
ら
、
竹
内
が
ど
の
よ
う
な
理
論
的
枠
組
み
に

依
拠
し
て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
当
時
の
経
済
思
想
と
の
関
係
で

は
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
一
応
の
検

討
を
加
え
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
で
あ
る
。

＝
　
「
越
中
生
産
」

の
構
成

　
「
越
中
生
産
」
は
全
体
と
し
て
五
章
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
生
産
の
要
件
」
「
生
産
」
「
運
輸
」
「
生
産
の
築
配
」
「
生
産
者
の

生
活
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
行
論
の
関
係
上
注
目
し
て
お

く
べ
き
要
点
を
摘
記
す
れ
ぱ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
第
一
章
「
生
産
の
要
件
」
は
「
天
然
カ
」
「
勤
労
」
「
資

本
」
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
竹
内
は
「
勤
労
者
」
を
各
産
業
の
「
生

産
勤
労
者
」
と
「
不
生
産
勤
労
者
」
と
に
分
類
し
て
い
る
。
「
不

生
産
勤
労
者
」
は
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
従
事
者
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
が
経
済
活
動
の
主
体
を
「
生
産
者
・
不
生
産
者
」
及
び
「
勤
労

者
・
非
勤
労
者
」
と
二
元
的
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。

　
第
二
章
「
生
産
」
で
は
、
品
目
列
挙
の
形
で
県
内
生
産
物
の
生

産
高
と
生
産
価
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
全
て
の
品
目
は
、
農
・

工
・
漁
・
鉱
・
猟
の
五
産
業
の
ど
れ
か
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
鉱
業
に
つ
い
て
は
生
産
高
の
み
で
生
産
価
額
の
記
載
が
な

く
、
勤
労
者
数
の
記
載
も
な
い
う
え
、
そ
の
あ
と
の
分
析
で
も
省

略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
以
下
、
残
る
四
産
業
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
議
論
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
以
下
で
は

全
て
価
額
に
関
す
る
数
値
を
と
り
扱
う
。

　
第
四
章
「
生
産
の
集
配
」
で
は
、
第
二
章
に
示
さ
れ
た
県
内
生

産
の
販
路
構
成
が
、
「
生
産
者
の
需
要
品
」
「
不
生
産
者
の
需
要

品
」
「
輪
出
（
移
出
）
」
の
順
に
示
さ
れ
、
最
後
に
県
外
か
ら
の

「
輸
入
（
移
入
）
」
が
、
や
は
り
晶
目
列
挙
で
示
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
次
の
二
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
「
生

産
者
の
需
要
品
」
と
い
う
と
き
の
「
生
産
者
」
に
は
、
あ
る
品
目

が
格
付
け
ら
れ
た
当
該
産
業
の
従
事
者
を
含
ま
な
い
。
農
産
品
を

例
に
取
る
と
、
米
の
販
路
構
成
で
は
、
農
業
者
を
除
く
工
・
漁
・

猟
の
三
産
業
従
事
者
の
「
需
要
品
」
が
、
「
生
産
者
の
需
要
品
」

で
あ
る
。
本
稿
で
は
必
要
に
応
じ
、
こ
の
意
味
で
の
「
生
産
者
」

を
「
他
産
業
」
と
呼
び
代
え
る
。
従
っ
て
こ
の
「
他
産
業
」
の
内

訳
は
、
自
産
業
と
し
て
何
を
と
る
か
に
よ
り
当
然
変
わ
っ
て
く
る
。

第
二
に
竹
内
は
「
需
要
品
」
を
「
生
産
的
消
費
」
「
不
生
産
的
消
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費
L
に
分
け
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
区
分
は
用
語
上
だ
け
で
、
計

上
さ
れ
た
数
値
で
は
「
需
要
品
」
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
な
っ
て

い
る
。

　
第
五
章
「
生
産
者
の
生
活
」
で
は
、
産
業
毎
に
一
種
の
付
加
価

値
計
算
を
行
ウ
て
い
る
。
．
つ
ま
り
、
産
業
毎
に
価
額
表
示
さ
れ
た

「
生
産
惣
額
」
か
ら
、
原
料
品
価
額
・
肥
料
代
等
の
中
間
投
入
部

分
を
控
除
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
地
代
・
「
資
本
の
報
酬
」
・
租

税
・
器
具
損
料
等
を
控
除
し
て
、
可
処
分
所
得
に
あ
た
る
「
生
活

の
用
に
供
す
る
金
額
」
を
求
め
て
い
る
。

三
　
「
越
中
生
産
」

の
費
料
源
と
推
計
方
法

　
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
「
越
中
生
産
」
を
加
工
統
計
集
と
し
て
き

た
が
、
同
書
は
こ
の
こ
と
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
は
明

治
一
九
年
か
ら
二
三
年
に
つ
い
て
の
数
値
が
並
ん
で
い
る
だ
け
で
、

こ
れ
を
不
用
意
に
眺
め
る
な
ら
そ
の
全
体
が
統
計
調
査
の
結
果
表

で
あ
る
と
見
誤
り
か
ね
な
い
。

　
同
書
が
ど
の
よ
う
に
し
て
編
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
解
明
す
る

た
め
に
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
ふ
た
つ
の
方
法
を
と
っ
た
。
第
一

は
竹
内
の
用
い
た
資
料
源
と
、
彼
が
独
自
に
つ
け
く
わ
え
た
デ
ー

タ
の
特
定
で
あ
り
、
第
二
は
彼
の
と
っ
た
推
計
方
法
の
復
元
で
あ

る
。
後
者
の
た
め
に
は
、
同
書
に
記
載
さ
れ
た
五
箇
年
分
の
数
値

を
素
材
と
し
て
試
行
錯
誤
的
な
加
工
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
次

に
、
そ
う
し
た
作
業
の
一
端
と
、
そ
の
縞
果
判
明
し
た
事
実
を
紹

介
し
た
い
。

3
1
1
　
「
越
中
生
産
」
の
編
成
方
法

復
元
L
た
編
成
方
法
　
　
竹
内
に
よ
る
「
越
中
生
産
」
の
編
成
手

統
き
を
推
定
し
た
結
果
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
①
県
統
計
書
、
勧
業
年
報
、
あ
る
い
は
そ
の
も
と
に
な
っ
た
資

　
料
か
ら
、
産
業
別
の
勤
労
者
数
、
戸
数
、
各
品
目
の
生
産
、
移

　
出
入
等
の
数
値
を
採
る
。
こ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
不

　
備
と
判
断
し
た
場
合
、
独
自
調
査
な
い
し
別
資
料
で
補
う
。

　
②
生
産
価
額
か
ら
移
出
を
差
し
引
く
（
そ
の
残
差
を
以
下
「
県

　
内
可
処
分
生
産
価
額
」
と
呼
ぷ
）
。

　
⑧
県
内
可
処
分
生
産
価
額
か
ら
、
特
定
産
業
で
の
中
間
投
入
が

　
見
込
ま
れ
る
品
目
に
つ
い
て
は
そ
の
分
を
差
し
引
く
。
た
だ
し

　
そ
の
値
を
決
め
る
た
め
の
基
準
は
不
明
で
あ
る
。
何
ら
か
の
係

　
数
を
用
い
た
の
で
な
く
、
竹
内
が
直
感
的
に
定
め
た
も
の
と
思

　
わ
れ
る
（
そ
の
残
差
を
「
県
内
最
終
需
要
価
額
」
と
呼
ぷ
）
。

　
④
県
内
最
終
需
要
価
額
か
ら
「
不
生
産
者
」
に
よ
る
「
薯
傷
」
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（49）　明治期地方知識人の経済思想

　
の
対
象
と
彼
が
考
え
る
晶
目
に
つ
い
て
も
③
と
同
様
の
操
作
を

　
す
る
。

　
⑤
次
に
③
④
の
残
差
（
以
下
「
非
薯
像
的
最
終
需
要
価
額
」
と

　
呼
ぷ
）
を
越
え
な
い
範
囲
で
他
産
業
の
需
要
お
よ
ぴ
不
生
産
者

　
の
需
要
を
計
上
す
る
。
両
者
の
比
率
は
勤
労
者
数
を
基
礎
に
し

　
て
定
め
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
自
産
業
の
需
要
は
、
明
示
的
に

　
は
計
上
さ
れ
な
い
。

　
⑥
以
上
の
③
④
⑤
の
推
計
結
果
を
生
産
者
（
他
産
業
）
・
不
生

　
産
者
．
自
産
業
そ
れ
ぞ
れ
の
「
需
要
額
」
と
し
て
合
算
す
る
。

　
⑦
移
入
品
に
つ
い
て
も
⑧
④
⑤
と
同
様
の
手
順
で
推
計
を
す
る
。

　
た
だ
し
そ
の
結
果
は
「
生
産
者
の
生
活
」
の
章
で
だ
け
利
用
さ

　
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑤
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
自
産
業
の
需
要
品
の
、
非
著
修
的
最
終

需
要
価
額
に
占
め
る
割
合
が
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
自
産
業
・
他
産
業
・
不
生
産
者
の
あ
い
だ

で
の
配
分
比
が
勤
労
者
数
の
比
か
ら
あ
ま
り
大
き
く
懸
け
離
れ
な

い
よ
う
な
値
が
選
ぱ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
竹
内
の
推
計
方
法
を
復
元
し
た
際
の
作
業
の
一
部
を
、

筆
者
の
行
っ
た
手
順
に
即
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

「
越
中
生
産
」
の
賓
料
源
　
　
は
じ
め
に
「
越
中
生
産
」
の
資
料

源
に
つ
い
て
み
る
た
め
、
「
越
中
生
産
」
所
収
の
諸
表
と
「
明
治

二
十
三
年
富
山
県
勧
業
第
八
回
年
報
」
「
明
治
二
士
二
年
宮

山
県
統
計
書
」
所
収
の
諸
表
と
を
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
判
明
し

た
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
「
越
中
生
産
」
の
各
章
の
う
ち
「
生
産
の
要
件
」
お
よ

ぴ
「
運
輸
」
の
章
の
諸
表
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
形
式
・

数
値
と
も
に
完
全
に
一
致
す
る
か
ま
た
は
申
こ
く
単
純
な
計
算
で
導

か
れ
る
表
が
「
県
統
計
書
」
「
勧
業
年
報
」
の
い
ず
れ
か
に
存
在

す
る
。
た
だ
し
「
真
個
の
生
産
不
生
産
者
」
の
表
（
人
口
を
「
不

生
産
者
及
生
産
勤
労
者
」
に
分
け
る
）
は
、
対
応
す
る
表
を
全
く

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
〕

欠
く
　
竹
内
の
独
自
調
査
な
い
し
推
計
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
「
生
産
」
の
章
の
諸
表
で
は
、
農
産
品
が
「
勧
業
年

報
」
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
が
、
工
産
品
、
水
産
晶
、
鉱
産

品
、
猟
産
品
に
つ
い
て
は
他
の
二
資
料
に
全
く
な
い
か
、
ご
く
簡

略
な
形
の
も
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
「
生
産
の

集
配
」
の
章
の
「
輸
入
品
」
「
輸
出
品
」
で
も
い
え
る
。
例
を
あ

げ
る
と
、
「
越
中
生
産
」
は
「
輸
出
入
」
経
路
と
し
て
伏
木
、
東

岩
瀬
、
魚
津
、
飛
騨
船
津
、
倶
利
伽
羅
、
滑
川
、
高
月
、
水
橋
、

泊
、
横
山
、
吉
原
、
石
田
の
＝
一
経
路
を
あ
げ
て
い
る
が
、
「
勧

業
年
報
」
で
は
伏
木
、
東
岩
瀬
、
魚
津
、
ま
た
「
県
統
計
書
」
で
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第1表 県内生産価額の配分額の推計

　　　　　（明治19年農産品の一部 単位：円）

「越中生産」に明示されている数値 推計値

晶 名 （竹内による県内生産価額の配内の内訳）

塁産価嘉1移出一額 他産業 不生産者 自産業

米 6，993，621 2，588，218 656．387 1，055，263 2，693，ア53

麦 124，146 62，073 62，073

粟 11，971
11，791

蕎 麦 28，632 14，316 14，316

大 豆 140，082 140，082

小 豆 21，343 516 3，049 6，098 11，680

蚕 豆 45 22 23

疎 豆 3，5C4 1，752 1，752

甘 藷 8，889 4，444 4，445

馬　鈴 薯 2，135 2，135

瀧 葡 99，918 14，274 28，548 5ア，906

は
伏
木
、
東
岩
瀬
の
み
で
あ
る
。
計
上
品
目
数
を
み
て
も
、
「
越

中
生
産
」
で
は
伏
木
か
ら
の
輸
出
品
で
二
〇
品
目
を
あ
げ
て
い
る

が
、
「
勧
業
隼
報
」
で
は
二
一
品
目
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
中
で

数
値
が
一
致
す
る
の
は
六
品
目
だ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
竹
内
が
、
県
内
生
産
の
把
握
及
ぴ
県
外
と
の

「
輸
出
入
」
関
係
の
把
握
に
特
に
意
を
用
い
て
お
り
、
既
存
の
資

料
が
不
備
と
判
断
し
た
場
合
は
こ
れ
を
補
っ
て
、
自
己
の
推
計
作

業
の
基
礎
資
料
の
完
壁
を
期
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
た
だ
、

竹
内
が
具
体
的
に
ど
の
資
料
か
ら
デ
ー
タ
を
補
っ
た
か
、
例
え
ば

県
の
行
政
資
料
に
よ
ウ
た
か
、
何
ら
か
の
形
で
独
自
調
査
を
行
ウ

た
か
等
は
不
明
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
「
生
産
の
集
配
」
の
章
の
残
る
二
節
、
す
な
わ
ち

「
生
産
者
の
需
要
品
」
「
不
生
産
者
の
需
要
品
」
と
、
「
生
産
者
の

生
活
」
の
章
の
諸
表
は
、
他
の
二
資
料
に
全
く
対
応
す
る
表
が
な

く
、
竹
内
に
よ
る
推
計
結
果
を
示
す
と
恩
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
竹
内
は
、
既
存
の
官
庁
統
計
を
利
周
し
な
が
ら
も

産
業
別
戸
数
お
よ
び
人
口
の
ほ
か
、
生
産
．
「
輸
出
入
」
に
つ
い

て
デ
ー
タ
を
補
い
、
①
県
内
産
品
の
生
産
量
と
そ
の
生
産
者
．
不

生
産
者
間
で
の
配
分
　
②
県
経
済
の
対
外
収
支
、
の
二
点
を
明
確

に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
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（51）　明治期地方知識人の経済恩想

県
内
可
処
分
価
額
の
配
分
比
　
　
各
品
目
に
対
す
る
白
産
業
内
で

の
需
要
額
は
「
越
中
生
産
」
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
竹
内

の
定
義
に
従
え
ぱ
県
内
生
産
価
額
か
ら
移
出
・
「
生
産
者
（
他
産

業
）
の
需
要
」
・
「
不
生
産
者
の
需
要
」
を
差
し
引
い
た
残
差
と
し

て
求
め
ら
れ
る
（
第
一
表
）
。
こ
こ
で
い
う
「
需
要
」
に
は
“
竹

内
の
い
う
「
生
産
的
消
費
」
も
「
不
生
産
的
消
費
」
も
と
も
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
、
品
目
数
の
多
い
農
業
と
工
業
の
六

一
品
目
に
つ
い
て
こ
の
計
算
を
す
る
と
、
そ
の
計
算
結
果
は
い
く

つ
か
の
ケ
ー
ス
に
わ
か
れ
る
。

　
第
一
に
、
県
内
生
産
価
額
か
ら
移
出
価
額
を
差
し
引
い
た
県
内

可
処
分
生
産
価
額
の
全
額
が
、
自
産
業
か
他
産
業
か
の
ど
ち
ら
か

に
計
上
さ
れ
て
い
る
品
目
が
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
粟
・

黍
・
稗
・
製
革
・
硝
石
な
ど
一
六
品
目
で
、
そ
の
明
治
二
三
年
の

生
産
価
額
は
五
七
万
円
弱
、
後
者
の
例
と
し
て
は
藍
・
菜
種
・

藺
・
生
鑑
・
漆
汁
・
石
灰
で
二
四
万
円
強
で
あ
る
。
前
者
は
自
家

消
費
的
色
彩
の
つ
よ
い
農
産
品
か
、
同
一
産
業
内
で
中
間
投
入
さ

れ
る
品
目
で
あ
り
、
後
者
は
明
ら
か
に
中
間
投
入
財
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
生
産
価
額
は
明
治
二
三
年
の
農
工
両
産
業
の
生
産
価
額
合

計
＝
二
四
七
万
円
の
四
％
お
よ
ぴ
二
％
に
相
当
す
る
。

　
第
二
に
、
県
内
可
処
分
生
産
価
額
が
正
確
に
二
等
分
さ
れ
た
品

第2表 各産業勤労者およぴ「不生産勤労者」数 （単位：人）

勤労者 （勤労者数の 内訳）
年 次

総

明治23年 428，946 237，135 49，Oユ5 16，314 829 125，653

22 421＝362 233，482 50，581 16，599 703 119，997

21 415，463 223，272 44，931 16．263 587 130，410

20 410，016 240，413 42，501 15，391 458 111，253

19 406，453 233，064 37，238 15，357 412 120，392

5箇年平均 416，448 233，4ア3 44，853 15，985 598 121，541

目
が
あ
る
。
こ
れ
は
①

他
産
業
と
自
産
業
　
②

不
生
産
者
と
自
産
業
、

の
二
つ
の
場
合
が
あ
る

が
、
①
に
属
す
る
の
は

麦
と
醤
油
の
二
品
目

（
生
産
価
額
二
五
万
円

弱
）
、
②
に
属
す
る
の

が
蕎
麦
・
蚕
豆
・
碗

豆
・
苛
藷
の
四
品
目

（
同
九
万
円
弱
）
で
あ

る
。　

第
三
に
、
残
り
の
品

目
は
、
自
産
業
・
他
産

業
・
不
生
産
者
の
三
者

に
配
分
さ
れ
る
。
配
分

額
の
比
を
採
る
と
、
そ

の
な
か
に
は
比
較
的
単

純
な
数
値
を
示
す
も
の

が
あ
る
。
農
産
品
で
は
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一橋論叢 第98巻 第3号　（52）

第3表自産業・他産業・不生産者に属する勤労者数の比
（勤労者数は明治19年から23年までの5箇年平均値による）

不生産者■
（勤労者総数を1とした値）

自産業 他産業
自産業 他産業 不生産者

農 業 1．9783 O．5606 O．1475 O．2919

工 業 O．486ユ O．10η O．6004 O．2919

漁 業 O．4357 O．0384 O．6698 O．2919

猟 業 O．4130 O．O014 O．7067 O．2919

て
い
な
い
。
本
稿
で
は
暫
定
的
に
、

定
は
、
各
産
業
お
よ
び
不
生
産
者
に
属
す
る
勤
労
者
の
数
と
な
ら

ぴ
・
各
産
業
の
中
間
投
入
や
「
著
修
」
に
関
す
る
彼
の
認
識
に
基

い
て
下
さ
れ
た
と
推
定
し
て
お
く
。

　
こ
の
点
を
み
る
た
め
に
、
「
越
中
生
産
」
第
一
章
中
の
「
勤
労
」

小
豆
・
藩
萄
（
大
根
）
で
そ

の
値
は
四
対
一
対
二
で
あ
り
、

工
産
品
で
は
銅
器
・
鉄
器
・

漆
器
・
杓
子
で
そ
の
値
は
二

対
一
〇
対
五
で
あ
る
。
た
だ

し
全
品
目
が
こ
の
よ
う
に
き

り
の
良
い
値
を
と
る
わ
け
で

は
な
い
。

配
分
比
決
定
の
基
準
　
　
そ

れ
で
は
生
産
者
（
他
産
業
）

と
不
生
産
者
と
自
産
業
と
の

間
で
の
配
分
比
は
、
何
を
根

拠
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
「
越
中
生
産
」
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
述
べ

竹
内
に
よ
る
配
分
比
率
の
決

か
ら
各
産
業
勤
労
者
お
よ
び
「
不
生
産
勤
労
者
」
の
数
を
と
り

（
第
二
表
）
、
こ
れ
を
も
と
に
他
産
業
と
不
生
産
者
の
勤
労
者
数
の

比
を
求
め
た
（
第
三
表
）
。
い
ま
、
自
産
業
を
農
薬
と
し
て
各
産

業
勤
労
者
数
お
よ
び
「
不
生
産
勤
労
者
」
数
の
五
箇
年
分
の
値
の

単
純
平
均
値
を
と
る
と
、
「
不
生
産
勤
労
者
」
と
他
産
業
の
勤
労

者
数
の
比
は
一
・
九
八
対
一
に
な
る
。
約
二
対
一
と
見
る
な
ら
、

こ
れ
は
前
述
の
小
豆
・
藩
葡
・
製
茶
の
配
分
比
に
一
致
す
る
。
ま

た
、
勤
労
者
総
数
を
一
と
し
た
と
き
の
自
産
業
対
他
産
業
対
不
生

産
者
の
勤
労
者
数
の
比
も
、
○
・
五
六
対
O
・
一
五
対
○
・
二
九

で
、
こ
の
三
品
目
の
配
分
比
と
よ
く
一
致
す
る
。

　
同
様
に
し
て
工
業
を
自
産
業
と
し
た
ば
あ
い
、
不
生
産
者
と
他

産
業
の
勤
労
者
数
の
比
は
O
・
四
九
対
一
に
な
る
。
銅
器
、
鉄
器
、

売
薬
、
漆
器
、
杓
子
の
配
分
比
率
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
売
薬
以
外

の
四
晶
目
で
は
、
や
は
り
、
自
産
業
を
含
め
た
配
分
比
率
も
勤
労

者
数
の
比
率
と
比
較
的
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
単
純
に
勤
労
者
数
の
比
に
よ
る
と
恩
わ

れ
る
の
は
「
越
中
生
産
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
農
工
産
品
合
計
六

一
品
目
の
う
ち
の
八
品
目
に
過
ぎ
な
い
。
生
産
価
額
で
も
、
二
三

年
に
は
こ
れ
ら
八
品
目
の
合
計
は
七
七
万
円
弱
で
、
農
工
産
品
合

計
額
の
わ
ず
か
六
％
た
ら
ず
で
あ
る
。
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（53）　明治期地方知識人の経済恩想

．
こ
れ
ら
の
品
目
を
み
る
と
、
中
砥
投
入
に
向
げ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
ま
り
な
く
、
「
著
修
的
」
な
性
格
も
薄
い
品
目
と
一
応
は
考
え

る
こ
ど
が
で
き
る
。
た
だ
し
鉄
器
は
、
そ
の
な
か
に
鋤
鍬
な
ど
が

合
め
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
明
示
が
な
い
が
、
も
し
含
め
ら
れ

て
い
る
と
す
れ
ぱ
中
間
投
入
財
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
品

目
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

中
間
投
入
部
分
の
計
上
　
　
こ
れ
ら
以
外
の
品
目
で
は
県
内
可
処

分
生
産
価
額
の
配
分
比
は
勤
労
者
数
の
比
に
一
致
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
勤
労
者
数
の
比
か
ら
乖
離
し
て
も
、
他
産
業
と
不
生
産

者
の
間
で
の
配
分
比
は
、
後
述
の
よ
う
に
何
ら
か
の
形
で
五
年
間

を
通
じ
固
定
さ
れ
た
も
．
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
勤
労
者
数
比
を
修
正
す
る
た
め
の
係
数
が
必
要
に

な
っ
た
理
由
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
そ
れ
ら
晶
目
が
特
定
産
業
で

原
材
料
と
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
竹
内
は
品
目
毎
に
行
っ

た
推
計
過
程
で
、
そ
う
し
た
需
要
の
あ
る
産
業
を
合
む
都
分
に
よ

り
多
ぺ
を
配
分
し
た
も
の
で
あ
ろ
づ
。
、

　
米
を
例
に
ど
ろ
う
。
米
の
生
産
価
額
の
配
分
は
他
の
晶
目
に
較

べ
て
不
安
定
で
あ
る
が
、
不
生
産
者
と
他
産
業
の
配
分
額
の
比
は

一
・
四
対
一
な
い
し
一
・
六
対
一
で
、
自
産
業
を
農
業
と
し
た
と

き
の
勤
労
者
数
の
比
二
対
一
に
較
べ
る
と
、
相
対
的
に
他
産
業
へ

の
配
分
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
他
産
業
勤
労
者
お
よ
び
そ

の
家
族
が
「
不
生
産
勤
労
者
」
お
よ
び
そ
の
家
族
よ
り
も
二
〇
％

か
ら
四
〇
％
余
も
多
く
米
を
食
べ
て
い
た
と
結
論
す
る
の
は
短
絡

的
で
あ
る
。
自
産
業
を
農
業
と
し
た
と
き
他
産
業
に
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
工
業
で
、
酒
造
米
そ
の
他
の
需
要
が
あ
る
こ
と
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ

こ
で
仮
に
酒
造
米
と
考
え
た
部
分
と
清
酒
そ
の
他
の
生
産
額
と
を

対
比
し
て
み
る
と
、
大
き
な
矛
盾
は
な
い
。
竹
内
が
直
感
的
に
割

り
振
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
蕃
修
」
的
な
ま
た
は
「
不
生
産
」
的
な
消
費
　
　
工
産
品
で
は

多
く
の
品
目
で
不
生
産
者
へ
の
配
分
が
多
い
。
工
業
を
自
産
業
と

し
た
ぱ
あ
い
の
不
生
産
者
と
他
産
業
の
勤
労
者
数
の
比
と
較
べ
て

相
対
的
に
不
生
産
者
へ
の
配
分
額
が
多
い
品
目
は
、
摺
付
木
・

瓦
・
織
物
・
染
木
綿
・
鋳
物
・
紙
・
油
類
・
畳
表
・
傘
・
縫
針
・

木
履
・
尺
度
・
権
衡
・
陶
器
・
菓
子
・
酢
で
あ
る
（
生
産
価
額
合

計
一
二
五
万
円
弱
）
。
こ
の
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
竹
内

の
い
う
「
不
生
産
勤
労
者
」
が
、
前
述
の
よ
う
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業

従
事
者
で
あ
る
と
す
る
と
、
飲
食
物
店
、
接
客
業
等
で
の
中
間
投

入
部
分
を
、
竹
内
は
事
実
上
考
慮
に
入
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
竹
内
は
不
生
産
者
に
よ
る
「
蕃
像
」
を
、
生
産
の
増
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いす大
たたを
こめ伴
と　にわ
毛不ぬ
あ生消
り産費
う者と
るにし
だ　よ　て

ろる非
う工難
。産し
　品て
　需い
　要る
　をか
　多ら
　め　、
　に彼
　見が
　積そ
．　もれ
　っを
　て不

求年配
め次分
た的比
（ポの
第変年
四化次
表を的
㌣見変
　る化
　た
　め
　　’次
　五に
　箇　’
　年こ
　分う
　のし
　比た
　率配
　を分
　品額
　目の
　ご比
　と率
　に　の

　　　　　　　　　　一橋論叢第98巻第3号（54）

’　　第4表　自産業・他産業・不生産者への配分の比

;~~t~~~ 
(~~~e)~1~ I ~ L7~t~:) 

~ no ~~ ~P ~~ /fti~~i~~i~ 
~~i~~~ f~~~~~ ~~ ~t~~~ 

~~~i~23~P l. 424 o. 628 O. 154 O. 219 

22 l. 408 o. 327 o. 279 o. 393 

~ 21 l. 591 O. 441 O. 216 o. 344 

*20 l. 404 o. 593 O. 169 o. 238 

19 l. 608 O. 611 O. 149 o. 240 

23 o. 500 o. 500 

22 o. 500 o. 500 

~ 21 o. 498 o. 502 

20 o. 500 o. 500 

19 o. 500 o. 500 

23 1. OOO 

22 l. OOO 

~i~ 21 l. OOO 

20 1. OCO 

19 1. OOO 

23 o. 500 o. 500 

22 o. 500 o. 500 

~~~~ 21 o. 500 o. 500 

20 o. 500 o. 500 

19 o. 500 o. 500 

23 l. OOO 

22 1. OOO 

j~~~ 21 l. OOO 

20 l. OOO 

19 l. OOO 

23 2. ooo O. 571 O. 143 o. 286 

22 2, ooo o. 564 O. 145 o. 290 

/J¥ ~: 21 2. ooo O. 571 O. 143 o. 286 

20 2. ooo o. 549 O. 150 O. 301 

19 2. ooo O. S61 O. 146 o. 293 
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（55）　明治期地方知識人の経済恩想

　
こ
こ
で
第
一
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
不
生
産
者
と
他
産
業
の

間
で
の
配
分
比
率
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ぱ
小

豆
・
藩
葡
・
製
茶
で
は
そ
の
値
は
五
箇
年
を
通
じ
て
完
全
に
二
対

一
に
固
定
し
て
い
る
。
配
分
比
率
の
こ
の
よ
う
な
固
定
性
は
、

「
生
産
の
集
配
」
に
関
わ
る
数
値
が
竹
内
に
よ
る
推
計
結
果
で
あ

る
こ
と
を
物
語
る
。

　
第
二
に
、
こ
れ
ら
に
自
産
業
も
含
め
た
三
者
へ
の
配
分
比
率
を

見
る
と
、
多
少
不
安
定
で
あ
る
。
小
豆
を
例
に
と
れ
ば
、
自
産
業

の
比
率
は
五
四
・
九
％
か
ら
五
七
・
一
％
の
範
囲
で
変
化
し
、
、
他

産
業
お
よ
び
不
生
産
者
も
こ
れ
に
対
応
し
た
変
化
を
み
せ
る
。

　
以
上
の
事
実
は
竹
内
が
「
越
中
生
産
」
で
「
生
産
者
（
他
産

業
）
の
需
要
品
」
「
不
生
産
者
の
需
要
品
」
を
推
計
す
る
に
あ
た

り
、
自
産
業
の
需
要
は
明
示
的
に
は
推
計
の
対
象
と
せ
ず
、
不
生

産
者
と
他
産
業
の
間
で
の
配
分
比
率
を
定
め
る
と
い
う
方
法
を
と

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
者
（
他
産
業
）

と
不
生
産
者
と
の
間
で
の
配
分
比
率
は
五
箇
年
通
じ
て
固
定
的
な

も
の
の
、
そ
う
。
し
た
計
算
の
残
差
で
あ
る
自
産
業
を
含
め
た
ぱ
あ

い
に
は
数
値
が
不
安
定
に
な
ウ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
漁
・
猟
産
晶
で
は
、
晶
目
数
が
少
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
し
た

傾
向
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
。

3
1
2
　
復
元
し
た
推
計
方
法
の
検
証

復
元
し
た
推
計
方
法
の
妥
当
性
　
　
「
越
中
生
産
」
の
推
計
方
法

の
復
元
作
業
は
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
仮
定
を
合
む
が
、
そ
う
し

た
仮
定
を
直
接
に
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
。
こ
こ
で
は
復
元
し
た

編
成
方
法
が
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
事
後
的
に
再
編
成
し

た
投
入
産
出
表
か
ら
各
産
業
従
事
者
の
「
賃
銀
」
を
採
り
、
こ
れ

を
竹
内
が
「
越
中
生
産
」
で
推
計
し
τ
い
る
「
生
活
の
用
に
供
す

る
金
額
」
と
対
照
し
て
み
た
（
第
五
表
）
。
そ
の
緒
果
、
農
業
と

猟
業
で
多
少
の
く
い
ち
が
い
が
見
ら
れ
た
。
竹
内
は
第
五
章
で

「
猟
業
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
猟
業
者
の
生
活
は
一
年
一
家
三
十
円
内
外
に
し
て
生
産
者
中

　
最
低
度
な
り
と
す
然
れ
と
も
他
の
生
産
業
者
と
違
ひ
就
業
半
ヶ

　
年
に
し
て
半
ヶ
年
他
業
を
営
み
得
る
を
も
っ
て
真
実
生
活
度
は

　
農
業
者
に
超
ゆ
る
な
ら
ん
」

二
戸
あ
た
り
の
「
生
活
の
用
に
供
す
る
金
額
」
が
他
産
業
に
較
べ

て
二
分
の
一
程
度
な
の
は
、
他
産
業
と
の
兼
業
が
多
い
た
め
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
佐
藤
推
計
の
猟
業
「
賃
銀
」
の
二
分
の

一
を
農
業
「
賃
銀
」
に
加
え
て
み
る
と
、
猟
業
に
つ
い
て
両
推
計

は
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
農
業
で
は
依
然
と
し
て
く
い
ち
が
い
が
残
る
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一橘論叢　第98巻 第3号（56）

第5表r賃銀」（佐藤推計）とr生活の用に供する金額」（竹内推計）の対照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治23年　単位：円）

竹内推計（T）

佐藤推計（S）

（T／S）

佐藤推計無修正

農　　業

5，843．898

5，025，122

1．16

工　　業

921．123

878，O09

1．05

漁　　業

350．801

354，258

o．99

猟　　業

8．518

16，304

0．52

佐藤推計を修正し
た値＊

農　　業

5，843．898

5，033，2ア4

1．16

8．518

8，152

1．04

＊佐藤推計の「猟葉」賃銀の2分の1（8，152円）を「農棄」賃銀に移算したぱあいの値。

が
、
こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
解

釈
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、

両
推
計
の
数
値
は
全
体
と
し

て
比
較
的
よ
く
一
致
し
て
お

り
、
本
稿
で
復
元
し
た
推
計

方
法
と
竹
内
が
実
際
に
と
っ

た
方
法
と
が
大
き
く
異
な
っ

て
は
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　
さ
て
、
猟
業
に
関
す
る

「
生
活
の
用
に
供
す
る
金
額
」

の
推
計
値
に
竹
内
が
こ
の
よ

う
な
説
明
を
加
え
る
こ
と
に

な
っ
た
原
因
と
し
て
、
次
の

ふ
た
と
お
り
の
解
釈
が
成
り

立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
は
、
竹
内
の
利
用
し

た
資
料
間
で
の
概
念
の
整
合

性
の
問
題
で
あ
る
。

　
彼
は
県
内
生
産
額
の
各
産

業
へ
の
配
分
比
を
決
定
す
る
た
め
に
勤
労
者
数
を
利
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
産
業
別
の
勤
労
者
数
は
当
時
の
官
庁
統
計
か
ら
は

不
完
全
に
し
か
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
彼
が
、
各
種
の
資
料
か
ら

個
別
の
産
業
に
属
す
る
勤
労
者
数
を
求
め
た
と
す
る
と
、
そ
れ
ら

資
料
相
互
間
で
、
兼
業
の
処
理
を
は
じ
め
と
し
て
、
勤
労
者
の
産

業
格
付
け
に
あ
た
っ
て
の
概
念
が
整
合
的
で
あ
る
と
い
う
保
証
は

な
い
。

　
ま
た
、
竹
内
の
導
き
出
し
た
産
業
別
の
戸
数
に
つ
い
て
み
て
も
、

そ
こ
に
所
属
す
る
勤
労
者
が
複
数
の
産
業
に
わ
た
る
か
ど
う
か
は

明
示
さ
れ
な
い
。
得
ら
れ
た
数
値
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
二
戸
あ
た

り
勤
労
者
数
は
産
業
、
こ
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
竹
内
の
典
拠
資
料

が
不
明
な
の
で
、
そ
の
意
味
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
一
つ
の

可
能
性
と
し
て
、
産
業
間
勤
労
者
数
と
は
無
関
係
に
、
別
資
料
か

ら
戸
数
の
産
業
格
付
け
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
竹
内
は
「
生
産
者
の
生
活
」
の
章
で
、
各
産
業
に
つ
い
て
二
戸

あ
た
り
の
「
生
活
の
用
に
供
す
る
金
額
」
を
求
め
て
い
る
が
、
各

産
業
の
「
生
活
の
用
に
供
す
る
金
額
」
が
上
述
の
よ
う
に
勤
労
者

数
に
基
い
て
推
計
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
と
概
念
上
の
整

合
性
が
な
い
戸
数
で
割
り
算
を
し
た
結
果
が
異
常
な
値
を
示
す
こ

と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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（57）　明治期地方知識人の経済思想

　
第
二
は
、
竹
内
の
「
家
業
べ
ー
ス
」
的
発
想
の
影
響
で
あ
る
。

　
竹
内
の
「
生
活
の
用
に
供
す
る
金
額
」
を
み
る
と
、
産
業
毎
の

生
活
者
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
同
一
家
計
に
属

す
る
勤
労
者
の
所
得
で
も
、
そ
れ
が
発
生
し
た
産
業
，
こ
と
に
分
属

し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
竹
内
は
こ
の
推
計

結
果
表
か
ら
二
戸
当
り
の
値
を
求
め
て
、
各
産
業
従
事
者
の
生
活

水
準
を
論
じ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
こ
に
は
数
値
の
推

計
時
に
使
用
さ
れ
た
概
念
と
そ
の
解
釈
と
の
間
で
く
い
ち
が
い
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
竹
内
が
生
産
活
動
を
「
家
業
」
と
す
る
見
方
に

と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の
結
果
彼
は
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
べ
ー
ス
に
近
い
方
法
で
推
計
作
業
を
し
な
が
ら
、
推
計

さ
れ
た
表
に
い
わ
ぱ
「
家
業
べ
ー
ス
」
の
用
語
法
で
表
題
を
与
え

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
の
「
家
業
べ
ー
ス
」
的
な
発
想
は
、
個
別
品
目
の
産
業
格
付

け
に
も
影
響
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
本
来
工
産
品
で
あ
る
は
ず

の
製
糸
や
製
茶
は
農
業
産
晶
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
た
大

豆
に
つ
い
て
全
量
が
農
業
者
の
需
要
に
充
て
ら
れ
る
形
で
推
計
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
味
喀
醤
油
等
の
生
産
を
農
家
の
自
家
生

産
と
考
え
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
竹
内
の
経
済
思
想

　
明
治
前
期
と
し
て
は
他
に
類
を
見
な
い
加
工
統
計
「
越
中
生

産
」
を
編
集
し
た
竹
内
隆
照
と
い
う
人
物
の
、
個
人
的
な
来
歴
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

に
つ
い
で
は
管
見
の
隈
り
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
が
「
越
中
生

産
」
を
編
集
す
る
に
至
っ
た
動
機
や
、
そ
の
推
計
に
あ
た
っ
て
依

拠
し
た
理
論
的
枠
組
に
つ
い
て
も
、
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く
つ
か
の
点
と
、
周

辺
資
料
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
も
あ
る
程

度
の
推
測
は
可
能
で
あ
る
。

4
1
1
　
竹
内
の
用
語
法
と
論
理
構
成

　
こ
れ
ま
で
竹
内
の
用
語
及
び
方
法
上
の
特
徴
点
を
指
摘
し
て
き

た
が
、
次
に
そ
れ
ら
を
も
と
に
「
越
中
生
産
」
で
は
必
ず
し
も
表

面
に
出
て
こ
な
い
竹
内
の
論
理
構
成
を
推
定
し
て
み
よ
う
。

　
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
竹
内
は
「
越
中
国
」
経
済
の
対
外

収
支
バ
ラ
ン
ス
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
彼

が
「
輸
出
入
」
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
た
一
文
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
如
此
（
「
輸
入
」
の
）
増
加
は
人
口
の
増
殖
と
世
の
開
明
に
趣

　
く
に
従
ひ
需
要
品
の
増
加
す
る
こ
と
に
比
せ
は
敢
て
驚
く
に
及
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一橋論叢 第98巻 第3号（58）

　
は
ざ
れ
ど
も
此
購
買
カ
の
素
源
た
る
生
産
カ
の
増
加
に
較
ふ
れ

　
は
余
輩
は
犬
に
驚
か
ざ
る
を
得
す
何
と
な
れ
は
輸
出
の
増
加
は

　
輸
入
の
増
加
の
其
半
だ
に
も
及
は
ざ
る
を
も
つ
て
な
り
（
括
弧

　
内
引
用
者
）
」

こ
こ
か
ら
、
次
の
三
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
一
に
、
竹
内
は
越
中
で
人
口
の
増
加
と
「
世
の
開
明
に
趣

く
」
こ
と
に
よ
る
消
費
水
準
の
上
昇
と
が
「
需
要
の
増
加
」
に
は

緒
ぴ
付
く
が
「
生
産
カ
の
増
加
」
に
は
縞
ぴ
付
か
な
い
と
し
、
そ

れ
に
た
い
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
な
い
と
否
定
的
な
評
価
を
し

て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
生
産
カ
」
の
概
念
は
明
確
で
な
い
が
、
少
な
く
と

も
現
象
的
に
は
そ
の
増
犬
が
県
外
へ
の
「
輸
出
」
の
増
大
に
帰
結

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
■

　
し
た
が
っ
て
第
三
に
、
地
域
経
済
の
破
綻
は
、
暗
黙
裡
に
、
県

内
生
産
の
不
振
に
加
え
「
輸
入
」
超
過
に
よ
り
対
外
収
支
が
逆
調

に
な
っ
た
状
態
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
は
前
述
の
よ
う
に
「
需
要
」
を
「
生
産
的
消

費
」
と
「
不
生
産
的
消
費
」
と
に
分
け
て
い
る
が
、
上
に
見
た
よ

う
な
、
そ
の
増
大
が
「
生
産
カ
の
増
加
」
に
結
び
付
か
な
い
「
需

要
」
と
は
、
彼
の
用
語
法
上
「
不
生
産
的
消
費
」
に
相
当
す
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
増
加
が
「
生
産
カ
」
の
増
大
に
結
ぴ
付
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

い
人
口
と
は
「
不
生
産
者
」
の
人
口
と
考
え
ら
れ
る
。

　
竹
内
は
ま
た
前
述
の
よ
う
に
「
薯
捗
」
を
非
難
し
て
い
る
が
、

そ
の
定
義
は
明
確
で
な
い
。
「
不
生
産
消
費
」
に
含
ま
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
が
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る
か
は
、

竹
内
の
文
章
だ
け
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
竹
内
の
論
旨
を
可
能

な
限
り
再
現
し
て
み
れ
ぱ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
①
越
中
国
の
経
済
は
停
滞
し
て
い
る
。
そ
れ
は
端
的
に
、
他
の

　
地
域
と
の
「
輸
出
入
」
収
支
が
逆
調
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と

　
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
②
こ
の
原
因
は
、
越
中
国
で
、
生
産
の
増
大
に
結
び
付
く
べ
き

　
「
生
産
的
消
費
」
以
上
に
、
生
産
の
増
大
に
結
ぴ
付
か
な
い

　
「
不
生
産
的
消
費
」
な
い
し
「
薯
捗
」
が
急
速
に
増
大
し
て
い

　
る
た
め
で
あ
る
。

　
⑧
「
不
生
産
的
消
費
」
な
い
し
「
薯
修
」
の
こ
の
増
大
は
、

　
「
生
産
者
」
よ
り
も
「
不
生
産
者
」
で
一
層
急
速
で
あ
る
。

　
④
人
口
の
増
加
率
で
は
「
生
産
者
」
が
「
不
生
産
者
」
を
上
回

　
る
。
「
生
産
者
」
の
増
加
は
分
業
の
進
展
を
通
じ
て
生
産
の
増

　
大
（
従
っ
て
生
産
的
消
費
の
増
大
）
に
導
く
は
ず
で
あ
る
が
、
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（59）　明治期地方知識人の経済思想

越
中
国
の
現
状
で
は
、
不
生
産
者
に
よ
る
消
費
の
増
大
が
急
速

で
、
こ
れ
を
打
ち
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
1
2
　
同
時
代
の
経
済
恩
想
と
の
関
係

　
竹
内
の
議
論
が
こ
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
る
と
し
て
、
次
に
間
題

に
な
る
の
は
、
そ
れ
が
当
時
知
ら
れ
て
い
た
経
済
思
想
と
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
欧
米
の
経
済
学

が
あ
い
つ
い
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
翻
訳
書
も
、

ま
た
欧
米
の
経
済
挙
説
を
祖
述
し
た
研
究
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ

　
＾
4
〕

て
い
る
。
そ
の
全
て
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
本
稿
の
範

囲
を
越
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
　
①
前
田
正
名
と
の
関
係
　
②
フ

ォ
ー
セ
ヅ
ト
夫
人
の
著
書
の
翻
訳
「
宝
氏
経
済
学
」
と
の
関
係
、

の
二
点
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
前
田
は
「
越
中
生

産
」
に
「
可
以
診
国
」
と
い
う
題
字
を
寄
せ
て
お
り
、
竹
内
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
「
宝
氏

経
済
学
」
は
当
時
の
日
本
で
最
も
広
く
流
布
し
た
経
済
学
書
の
ひ

　
　
　
＾
5
〕

と
つ
で
あ
る
。

前
田
正
名
の
影
響
　
　
前
述
の
よ
う
に
竹
内
が
前
田
の
考
え
の
影

響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
こ
で
、
竹
内
の
議
論
を
、

前
困
と
対
比
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
資
料
と
し
て
は
「
興
業

意
見
」
の
明
治
一
七
年
八
月
の
「
未
定
稿
」
を
用
い
る
。

　
竹
内
と
前
田
の
議
論
で
、
最
も
明
瞭
な
共
通
点
は
、
ど
ち
ら
も

経
済
不
振
に
た
い
し
て
強
い
危
機
感
を
抱
き
、
そ
の
原
因
の
一
つ

と
し
て
「
薯
像
」
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
出

入
収
支
が
逆
調
で
あ
る
（
あ
る
い
は
逆
調
に
向
か
う
）
こ
と
を
経

済
不
振
の
重
要
な
指
標
と
す
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
前
田
に
よ

る
次
の
よ
う
な
主
張
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
「
輸
出
の
輸
入
に
超
過
す
る
は
、
国
カ
窟
盛
の
徴
証
と
な
す
。

　
し
か
る
に
我
国
今
日
輸
入
の
輸
出
に
超
過
す
る
は
、
こ
れ
に
反

　
す
る
の
結
果
、
即
ち
購
買
カ
の
縮
減
し
て
、
物
産
の
減
ぜ
ん
と

　
す
る
徴
証
な
り
。
」

し
か
し
竹
内
と
前
田
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
第
一
に
、
同
じ
「
薯
傍
」
と
い
う
語
を
用
い
て
も
、
議
論
の
な

か
で
の
そ
の
位
置
づ
け
は
両
者
で
異
っ
て
い
る
。
前
田
は
こ
れ
を

農
業
者
に
顕
著
な
現
象
と
し
て
、
士
族
の
商
工
業
に
不
慣
れ
な
こ

と
、
商
業
者
の
内
外
市
場
の
要
講
に
疎
い
こ
と
、
工
業
者
の
粗
製

濫
造
等
と
な
ら
ぷ
一
要
因
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
竹
内
は

一
応
商
工
業
者
に
つ
き
「
粗
漫
の
意
匠
を
も
っ
て
其
計
を
樹
つ

る
」
こ
と
の
弊
害
を
指
摘
し
て
は
い
る
が
、
経
済
不
振
の
原
因
と
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し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
「
不
生
産
的
消
費
」
と
同

一
視
さ
れ
た
「
著
移
」
の
増
大
だ
け
で
、
か
つ
こ
の
「
著
傍
」
は

「
不
生
産
者
」
に
顕
著
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
農
業
者
は
竹
内

で
は
「
多
労
し
て
報
酬
の
妙
き
は
農
業
者
な
り
報
酬
勘
き
か
故
に

生
活
の
度
低
き
な
り
」
と
、
「
著
像
」
か
ら
は
遠
い
存
在
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
前
田
は
輸
出
入
の
不
均
衡
へ
の
対
応
策
と
し
て
国
内

産
業
育
成
策
等
の
保
護
主
義
的
な
主
張
を
し
て
い
る
が
、
竹
内
は

積
極
的
に
は
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
な
い
。
当
時
保
護
（
貿

易
）
主
義
者
が
、
輸
出
入
の
不
均
衡
を
自
説
を
主
張
す
る
際
の
最

大
の
論
拠
の
ひ
と
つ
に
す
る
の
が
通
例
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
竹
内
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
注
目
に
値
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
相
違
点
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
経
済
破

綻
に
対
処
す
る
方
策
と
し
て
地
方
産
業
育
成
策
を
主
張
し
た
前
田

か
ら
竹
内
が
強
い
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

「
宝
氏
経
済
学
」
と
の
対
比
　
　
竹
内
の
用
語
法
で
前
田
に
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
も
の
に
「
生
産
勤
労
者
・
不
生
産
勤
労
者
」
お
よ

び
「
生
産
的
消
費
・
不
生
産
的
消
費
」
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
語
は
、
前
述
の
よ
う
に
竹
内
の
議
論
で
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
。

次
に
、
こ
の
用
語
法
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
の

経
済
学
入
門
書
「
宝
氏
経
済
学
」
（
永
田
健
助
訳
）
を
見
る
こ
と

　
　
　
＾
6
）

に
し
よ
う
。

　
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
前
述
の
竹
内
の
用
語
は
か
な
り
近
い
形

で
「
宝
氏
経
済
学
」
に
見
出
せ
る
。
同
書
で
は
「
生
産
」
「
不
生

産
」
の
区
別
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
「
生
産
ト
不
生
産
ト
ノ
区
別
ハ
特
二
有
形
ト
無
形
ト
ノ
間
二
在

　
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
不
生
産
ト
ハ
…
生
財
上
有
形
物
ノ
産
出
ヲ
補
助

　
セ
サ
ル
ヲ
謂
フ
…
有
形
物
中
二
固
着
含
蓄
セ
ル
功
用
ヲ
産
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
’

　
ル
所
ノ
者
ハ
即
チ
生
産
勤
労
ナ
リ
」

フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
が
「
生
産
的
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
「
有
形
」

の
財
の
生
産
に
直
接
結
ぴ
付
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
彼
女
は

「
不
生
産
勤
労
」
の
例
と
し
て
「
歌
謡
者
、
俳
優
、
講
談
師
等
ノ

勤
労
」
等
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
「
生
産
的

消
費
」
の
概
念
は
不
明
確
な
点
も
あ
る
が
、
生
産
材
の
投
入
の
ほ

か
、
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
に
よ
る
必
要
最
低
隈
の
消
費
も
含

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
竹
内
は
、
こ
れ
ら
の
語
を
明
確
な
定
義
な
し
に
用
い
て

い
る
。
し
か
し
「
宝
氏
経
済
学
」
で
の
定
義
は
、
「
不
生
産
者
」

を
中
心
と
す
る
「
審
修
」
す
な
わ
ち
「
不
生
産
的
消
費
」
に
経
済

不
振
の
原
因
を
求
め
る
竹
内
の
議
論
と
整
合
的
で
あ
る
。
こ
の
ほ
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か
、
分
業
の
生
産
増
大
に
及
ぽ
す
効
果
に
関
す
る
評
価
の
点
で
も
、

両
者
は
一
致
し
て
い
る
。

　
し
か
し
竹
内
の
用
語
法
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
「
宝
氏
経
済

学
」
と
も
異
な
る
。

　
第
一
に
、
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
は
「
不
生
産
勤
労
」
の
語
に
つ
い
て

「
此
一
語
ヲ
以
テ
層
言
ト
看
倣
ス
可
カ
ラ
ス
」
と
し
、
こ
れ
が
個

々
の
生
産
活
動
の
質
に
関
わ
る
も
の
で
、
何
ら
価
値
判
断
を
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
フ
）

な
い
こ
と
を
特
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
竹
内
は

「
不
生
産
者
」
は
「
著
修
」
の
度
の
強
い
存
在
と
し
て
、
非
難
さ

れ
る
べ
き
存
在
と
受
け
取
れ
る
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
。

　
竹
内
が
「
著
修
」
を
強
く
意
識
し
て
い
る
の
が
前
田
の
影
響
と

見
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
と
こ
ろ
が
前
田
は
「
著
像
」
に
つ

い
て
明
確
な
定
義
を
行
っ
て
い
な
い
。
竹
内
は
「
越
中
生
産
」
の

編
成
過
程
で
、
こ
の
「
薯
像
」
概
念
を
、
ど
の
よ
う
な
定
義
の
も

と
で
具
体
的
な
数
値
に
表
わ
す
か
と
い
う
難
問
に
直
面
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
竹
内
に
よ
っ
て
操
作
概
念
（
松
困
〔
o
〕
）

と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
の
生
産
・
不
生
産
の
区

別
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ぱ
、
「
宝

氏
経
済
学
」
と
竹
内
と
の
間
で
、
右
に
見
た
よ
う
な
概
念
上
の
差

異
が
生
じ
て
も
不
恩
議
は
な
い
。

　
「
宝
氏
経
済
学
」
と
竹
内
と
の
間
の
第
二
の
相
違
は
、
「
国
」
の

と
ら
え
方
に
関
係
す
る
。
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
は
欧
米
の
国
民
経
済
を

念
頭
に
お
い
て
お
り
、
従
っ
て
彼
女
が
「
国
」
と
い
っ
た
ぱ
あ
い

は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
等
の
国
民
国
家
を
さ
す
が
、
竹
内
が

「
国
」
と
い
っ
た
ぱ
あ
い
、
第
一
義
的
に
は
「
越
中
国
」
で
あ
っ

て
「
日
本
国
」
で
は
な
い
。
こ
れ
と
同
様
の
食
い
違
い
は
、
竹
内

と
前
田
と
の
間
に
も
見
ら
れ
る
。

4
1
3
　
竹
内
の
経
済
恩
想
の
独
自
性

　
竹
内
と
、
前
困
及
ぴ
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
と
の
間
で
こ
の
よ
う
な
関

係
が
成
り
立
つ
と
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
。

　
第
一
に
、
前
田
は
輸
出
入
の
逆
調
と
経
済
不
振
と
を
結
ぴ
付
け
、

政
府
に
よ
る
産
業
の
育
成
を
説
く
点
で
保
謹
主
義
的
な
色
彩
が
強

い
が
、
フ
ォ
ー
セ
ヅ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
古
典
経
済
学
派
の
一
員
と
し

て
典
型
的
な
自
由
経
済
論
者
で
あ
り
、
従
っ
て
自
由
貿
易
論
者
で

も
あ
る
。
立
場
の
異
な
る
こ
の
両
者
を
ひ
と
つ
の
枠
組
と
し
て
縞

合
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
を
考
え
る
と
き
竹
内
の
「
国
」
意
識
に
着
目
す
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。

　
前
田
が
輸
出
入
収
支
の
逆
調
を
い
う
と
き
は
、
「
日
本
」
を
ひ
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と
つ
の
単
位
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
が
経
済
不
振
へ
の
重
要
な

対
策
と
し
て
打
ち
出
す
の
は
、
各
地
方
の
藷
条
件
に
適
し
た
晶
目

の
保
護
・
育
成
・
増
産
で
あ
る
。
い
ま
各
地
方
の
立
場
に
立
っ
て

み
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
地
方
で
低
コ
ス
ト
で
生
産
が
可
能

な
品
目
の
生
産
に
特
化
し
、
そ
う
で
な
い
品
目
は
よ
り
低
コ
ス
ト

で
生
産
可
能
な
地
方
か
ら
の
移
入
に
頼
る
ぺ
き
で
、
こ
れ
に
よ
り

そ
の
地
方
全
体
と
し
て
の
宮
が
増
大
す
る
と
い
う
主
張
に
導
く
で

あ
ろ
う
。
竹
内
が
「
越
中
国
」
と
い
う
一
地
方
を
単
位
と
し
て

「
越
中
国
」
外
と
の
関
係
を
見
て
い
る
か
ぎ
り
、
前
田
の
主
張
に

従
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
比
較
生
産
費
説
的
な
主
張
を
認
め
て

も
不
思
議
は
な
い
。
従
っ
て
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
と
の
関
係
で
も
、

竹
内
が
フ
才
ー
セ
ヅ
ト
の
い
う
国
民
国
家
の
意
味
で
の
「
国
」
を

「
越
中
国
」
と
置
き
換
え
る
か
ぎ
り
、
前
田
的
な
発
想
と
の
間
で

犬
き
な
矛
盾
感
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
の
疑
問
は
、
前
田
の
考
え
を
越
中
国
に
適
用
す
る
際
に
、

竹
内
が
上
に
み
た
よ
う
な
明
確
な
概
念
規
定
の
必
要
を
感
じ
た
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
必
要
は
、
彼
が
「
生
産
者
」
と
「
不
生
産
者
」
と

の
間
で
の
取
引
お
よ
ぴ
「
越
中
国
」
と
「
国
」
外
と
の
間
で
の
取

引
関
係
を
、
ひ
と
つ
の
整
合
的
な
勘
定
体
系
と
し
て
数
値
化
し
て

表
章
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
。
前
田
の
「
興
業
意

見
」
等
の
著
書
は
「
越
中
生
産
」
に
比
較
す
る
な
ら
記
述
的
で
あ

り
、
竹
内
が
「
越
中
生
産
」
を
編
集
す
る
際
に
要
求
さ
れ
た
よ
う

な
水
準
で
は
、
定
義
の
厳
密
さ
を
求
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
竹
内
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
勘
定
体
系
編
成
の
試
み
を
行
っ
た
か

は
、
正
確
に
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
た
だ
、
彼
は
「
越
申
生

産
」
よ
り
二
年
前
に
「
普
通
商
家
　
改
艮
簿
記
模
範
」
と
題
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

簿
記
の
入
門
書
を
著
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
簿
記
の
実
務
も

し
く
は
商
業
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は

例
え
ぱ
「
貸
方
・
借
方
」
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

　
「
手
元
有
金
ノ
内
当
座
預
金
ト
ナ
ス
ト
記
入
シ
テ
ー
・
（
銀
行
の
）

　
借
方
へ
金
五
百
円
ヲ
記
入
ス
ル
ナ
リ
新
ハ
自
ラ
金
額
ヲ
銀
行
へ

　
預
ル
ガ
故
二
銀
行
ニ
ア
リ
テ
ハ
借
ト
ナ
ル
所
以
ナ
リ
」

西
欧
的
な
簿
記
の
原
則
に
従
い
、
経
営
主
体
間
の
取
引
関
係
を
貸

借
関
係
と
定
義
し
て
記
録
す
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
竹
内
が

こ
の
よ
う
な
素
養
の
あ
る
人
物
だ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
地
域
経
済
の

実
憎
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
「
越
中
生
産
」
の
よ
う
な
勘

定
体
系
と
し
て
推
計
を
し
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
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五
　
む
す
び

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
の
含
意
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
「
越
中
生
産
」
の
統
計
デ
ー
タ
と
し
て
の
精
度
の
間
題
が

あ
る
。
同
書
で
、
あ
る
品
目
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
他
産
業
・
不

生
産
者
間
の
配
分
比
が
五
箇
年
間
固
定
し
て
い
る
点
に
は
注
意
を

要
す
る
。
「
越
中
生
産
」
に
五
箇
年
分
の
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
配
分
比
が
五
箇
年
間
固

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
推
計
さ
れ
た
加
工
値
で
あ

り
、
そ
の
細
か
な
変
化
か
ら
こ
の
間
の
景
気
変
動
あ
る
い
は
経
済

構
造
の
変
化
を
論
じ
る
の
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
越
中
生
産
」

に
記
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
投
入
産
出
構
造
は
、
年

次
的
な
変
化
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
同
書
が
刊
行
さ
れ

た
明
治
二
六
年
時
点
で
同
時
代
人
が
三
な
い
し
八
年
前
を
想
起
し

た
ぱ
あ
い
に
、
少
な
く
と
も
大
き
な
被
綻
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
い

う
程
度
の
仮
定
に
基
い
て
作
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
は
、
こ
の
時
期
に
加
工
統
計
「
越
中
生
産
」
が
編
成
さ
れ
た

こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
評
価
で
き

そ
う
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
欧
米
経
済
学
が
導
入
さ
れ
始
め
て
ま
も
な
い
明
治
二

〇
年
代
と
い
う
時
期
に
、
そ
の
概
念
を
取
り
入
れ
応
用
し
た
推
計

作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
際
し

て
は
、
家
業
・
薯
修
・
国
な
ど
若
千
の
語
に
つ
い
て
見
て
き
た
よ

う
な
概
念
の
読
み
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
古

典
派
の
経
済
学
説
が
、
竹
内
の
よ
う
な
地
方
の
知
識
人
に
よ
っ
て

も
低
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ

れ
は
、
竹
内
ら
が
ま
の
あ
た
り
に
し
て
い
た
当
時
の
日
本
経
済
の

あ
り
方
が
、
イ
ギ
リ
ス
古
典
経
済
単
の
描
き
出
し
て
い
る
経
済
杜

会
の
婆
と
か
な
り
の
程
度
共
通
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
一
面
で
、
江
戸
期
と
明
治
以
降
と
の
経
済

の
連
続
性
の
評
価
に
も
か
か
わ
る
間
題
で
あ
る
。
ま
た
欧
米
の
経

済
学
が
導
入
さ
れ
る
以
前
に
、
日
本
人
が
自
ら
の
経
済
社
会
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
し
て
い
た
か
も
間
題
に
な
ろ
う
。

　
第
二
に
、
し
か
し
、
欧
米
の
経
済
学
の
概
念
は
完
全
に
原
形
の

ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
竹
内
の
例
で
は
、
そ
う
し

た
概
念
の
い
く
つ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
無
自
覚
の
ま
ま
徴
妙
に
意
味

を
変
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
変
化

が
他
の
語
で
も
生
じ
て
い
た
と
き
、
そ
の
用
語
で
構
成
さ
れ
た
理

論
が
、
全
体
と
し
て
は
欧
米
で
の
も
と
の
理
論
と
違
っ
た
も
の
に
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な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
点
に
あ
る
。
語
義
の
変
化
の
具
体
的

あ
り
方
は
、
竹
内
の
よ
う
に
一
地
方
に
身
を
置
い
て
い
た
人
物
と
、

中
央
政
府
ま
た
は
こ
れ
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
人
物
と
で
異
な
っ

た
と
予
想
さ
れ
る
。
彼
ら
自
身
が
、
自
分
の
用
語
が
欧
米
の
経
済

学
で
の
本
来
の
意
義
か
ら
変
化
し
て
い
る
可
能
性
を
自
覚
し
て
い

な
か
っ
た
ぱ
あ
い
、
日
本
人
同
士
で
の
論
戦
の
な
か
で
、
一
見
同

じ
語
を
用
い
な
が
ら
実
は
議
論
が
す
れ
違
っ
て
い
る
と
い
う
現
象

が
生
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
以
降
の
経
済
学
説
史
の
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
再
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
当
時
の
官
庁
統
計
で
は
、
人
口
お
よ
ぴ
戸
数
が
各
産
業
に
ど
の

　
よ
う
に
属
し
て
い
る
か
は
明
確
な
形
で
は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
竹

　
内
が
こ
れ
に
関
す
る
数
値
を
、
ど
の
よ
う
な
資
料
源
か
ら
得
た
か
は

　
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
が
各
種
の
、
相
互
に
整
合
性
を
欠
く
資
料

　
を
用
い
た
こ
と
は
充
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

　
て
は
後
述
す
る
。

（
2
）
　
文
猷
〔
－
o
。
〕
〔
岩
〕
に
よ
れ
ぱ
、
竹
内
は
宮
山
市
在
住
で
あ
る

　
が
、
明
治
二
四
牢
か
ら
二
六
年
の
間
に
市
内
で
総
曲
輪
か
ら
千
石
町

　
に
住
所
が
変
わ
っ
て
い
る
。

（
3
）
　
た
だ
し
、
経
済
活
動
の
主
体
に
関
す
る
「
生
産
・
不
生
産
」
と
、

　
消
費
に
関
す
る
「
生
産
・
不
生
産
」
と
は
、
竹
内
が
「
生
産
者
の
不

　
生
産
消
費
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
相
互
に
独
立

　
し
た
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
堀
〔
巴
は
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
に
目
本
で
出
版
さ
れ
た
経

　
済
学
書
一
五
〇
占
…
余
を
数
え
て
い
る
。

（
5
）
堀
〔
ω
〕
、
杉
原
〔
5
〕
な
ど
。
検
討
の
対
象
を
前
囲
お
よ
ぴ
フ

　
ォ
ー
セ
ソ
ト
に
限
定
し
た
の
は
、
確
・
か
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な

　
い
。
た
だ
、
前
田
以
外
の
日
本
人
の
議
論
は
、
例
え
ば
福
沢
諭
吉
、

　
田
口
卯
吉
等
を
み
て
も
、
前
田
ほ
ど
は
竹
内
に
近
く
な
い
よ
う
で
あ

　
る
。
ま
た
欧
米
系
の
経
済
学
で
は
、
当
時
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
J
一

　
S
．
、
一
、
ル
の
ほ
か
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
や
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
も
紹
介
さ

　
れ
始
め
て
い
た
が
、
目
本
国
内
で
の
流
布
と
い
う
点
で
は
7
オ
ー
セ

　
ヅ
ト
に
及
ぱ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ケ
ネ
ー
や
チ
ュ
ル
ゴ

　
ー
と
の
関
係
も
当
然
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で

　
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
竹
内
は
農
業
以
外
に
も
工
業
等
の
従
事

　
者
も
生
産
者
と
し
て
認
め
て
い
る
か
ら
、
重
農
主
義
と
の
直
接
の
関

　
係
を
求
め
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

（
6
）
　
フ
ォ
ー
セ
ソ
ト
の
こ
の
教
科
書
は
「
越
中
生
産
」
以
前
に
眼
っ

　
て
も
、
明
治
六
年
に
林
正
明
に
よ
り
訳
さ
れ
た
ほ
か
、
永
田
訳
も
明

　
治
一
〇
年
、
二
〇
年
、
二
一
年
と
版
を
重
ね
て
い
る
。
本
稿
で
は

　
「
越
中
生
産
」
の
出
版
年
次
に
最
も
近
く
、
か
つ
抄
訳
で
な
い
と
い

　
う
点
に
着
目
し
て
、
明
治
二
一
年
版
を
利
用
し
た
。

（
7
）
　
フ
ォ
ー
セ
ツ
ト
も
「
薯
修
」
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
不
生
産

　
消
費
と
は
明
確
に
関
係
づ
け
て
い
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
竹
内
や
前
田

　
ほ
ど
核
心
に
位
置
す
る
概
念
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
8
）
　
同
響
で
は
、
元
帳
か
ら
各
帳
へ
仕
分
け
勘
定
を
し
た
う
え
で
、

　
期
末
に
は
そ
れ
ら
か
ら
「
損
益
計
算
」
「
資
産
負
償
」
等
の
財
務
諸
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表
を
作
る
シ
ス
テ
ム
を
提
唱
し
て
い
る
。

参
考
文
献
及
ぴ
資
料

C
〕
　
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
、
M
・
G
・
（
宝
節
徳
）
・
片
山
平
三
郎
訳
　
一

　
八
八
五
　
『
宝
氏
経
済
夜
話
』
経
済
雑
誌
社
（
原
書
は
司
閏
幸
8
貝

　
旨
．
o
j
§
、
婁
ぎ
、
o
ミ
ざ
ミ
向
s
§
§
ト
ー
o
o
ぎ
）

〔
N
〕
　
－
・
永
田
健
助
訳
　
一
八
八
八
　
『
改
定
増
補
　
宝
氏
経
済

　
学
（
第
三
版
）
』
（
原
書
は
句
四
老
8
葺
彗
Ω
。
ま
ミ
ざ
昌
“
向
s
§
・

　
§
｝
さ
、
b
翁
ぎ
§
；
一
u
a
＆
．
一
一
〇
〇
ミ
）

〔
u
〕
　
福
沢
諭
吉
　
一
八
七
七
　
『
民
間
経
済
録
』
（
慶
応
義
塾
〔
一
九

　
四
三
〕
『
福
沢
諭
吉
経
済
論
集
』
慶
応
出
版
社
（
福
沢
諭
吉
選
集
第

　
四
）
に
復
刻
）

〔
阜
〕
　
1
一
八
八
○
　
『
民
間
経
済
録
二
篇
』
（
慶
応
義
塾
〔
一
九
四

　
三
〕
『
福
沢
諭
吉
経
済
諭
集
』
慶
応
出
版
社
（
福
沢
諭
吉
選
集
第
四
）

　
に
復
刻
）

〔
㎞
〕

（
ひ
〕

　
館〔

ご

〔
o
o
〕

堀
経
夫
　
一
九
七
五
　
『
明
治
経
済
思
想
史
』
明
治
文
猷

北
山
三
郎
　
　
一
八
九
一
　
『
世
界
百
傑
伝
　
第
拾
弐
編
』
博
文

東
京

前
田
正
名
　
＾
八
七
九
　
『
直
接
貿
易
意
見
一
斑
』
樽
文
社

－
一
八
八
四
　
『
未
定
稿
　
興
業
意
見
』
（
近
藤
康
夫
編
〔
一

　
九
七
六
〕
『
興
業
意
見
・
所
見
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
（
明
治
犬
正

　
農
村
経
済
名
著
集
①
）
に
翻
刻
）

〔
o
〕
　
松
田
芳
郎
　
　
一
九
七
八
　
『
デ
ー
タ
の
理
論
－
統
計
調
査
の
デ

　
ー
タ
構
造
の
歴
史
的
展
開
』
岩
波
書
店
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
叢
書

　
曽
）

〔
旨
〕
　
－
編
　
一
九
八
O
　
『
明
治
期
府
県
の
総
括
統
計
解
題
書
誌

　
－
「
勧
業
年
報
」
に
よ
る
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
編
成
婁
業
報
告
書
（
1
）

　
－
』
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
日
本
経
済
統
計
文
献
セ
ン
タ
ー
（
統
計

　
貿
料
シ
リ
ー
ズ
ご
）

〔
H
H
〕
　
永
田
健
助
（
編
述
）
　
一
八
七
九
　
『
経
済
説
略
　
上
・
下
』
石

　
川
治
兵
衛
　
東
京

〔
畠
〕
　
野
村
兼
太
郎
　
一
九
三
九
　
『
概
観
日
本
経
済
恩
想
史
』
慶
応

　
出
版
社

〔
ご
〕
　
佐
藤
正
広
　
一
九
八
六
　
「
明
治
前
期
の
地
域
経
済
i
－
o
．
8
年

　
富
山
県
の
ぱ
あ
い
ー
」
『
経
済
研
究
』
第
3
ア
巻
－
号

〔
宝
〕
1
一
九
八
六
　
「
明
治
前
期
の
地
域
産
業
関
連
表
の
推
計

　
（
宮
山
県
の
例
）
」
『
第
五
四
回
　
日
本
統
計
学
会
講
演
報
告
集
』
目

　
本
統
計
挙
会

〔
箒
〕
　
杉
原
四
郎
　
一
九
八
O
　
『
近
代
日
本
経
済
思
想
文
猷
抄
』
日

　
本
経
済
評
論
社

〔
旨
〕
　
田
口
卯
吉
　
一
八
七
八
　
『
自
由
交
易
　
日
本
経
済
論
』
経
済

　
雑
誌
社
　
東
京

〔
ζ
〕
　
1
一
八
八
二
　
『
経
済
策
』
経
済
雑
誌
社
　
東
京

〔
H
o
o
〕
　
竹
内
隆
熈
　
一
八
九
一
　
『
普
通
商
家
　
改
良
簿
記
襖
範
』
中

　
田
清
兵
衛
　
富
山
市

〔
5
〕
　
1
編
　
一
八
九
三
　
『
越
中
生
産
』
小
林
垣
太
郭
　
富
山
市

〔
8
〕
　
富
山
県
内
務
都
第
一
課
　
一
八
九
二
　
『
明
治
二
十
三
年
　
宮

　
山
県
統
計
書
』
富
山
県
　
富
山
市
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〔
ビ
〕
　
富
山
県
内
務
部
第
二
課

　
山
県
勧
業
第
八
回
年
報
』
官
山
県

一
八
九
二

　
宮
山
市

『
明
治
二
十
三
年
　
富

＊
本
稿
は
日
本
経
済
研
究
奨
励
財
団
奨
励
金
に
よ
る
研
究
「
明
治
期

経
済
発
展
の
統
計
分
析
－
明
治
前
期
の
地
域
投
入
産
出
表
の
推
計
に

よ
る
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
一
部
分
は
第
五
四
回
日
本
統

計
単
会
総
会
（
一
九
八
六
年
七
月
　
岩
手
大
学
）
で
報
告
し
た
。
執

筆
に
あ
た
う
て
は
松
田
芳
郎
教
授
か
ら
文
献
等
の
教
示
を
得
た
。
資

料
の
計
算
機
処
理
で
は
一
橋
犬
学
経
済
研
究
所
日
本
経
済
統
計
文
猷

セ
ン
タ
ー
助
手
　
大
久
保
垣
治
氏
の
協
カ
を
得
た
。
ま
た
資
料
お
よ

ぴ
原
稿
の
整
理
に
は
宮
岡
直
子
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
と
も
に
記
し

て
謝
意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
単
講
師
）
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